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論文内容要旨
 GdからTmに到る重稀土類金属は,磁化測定及び中性子回折等の実験により多様な磁気的性
 質が調べられ,又電子構造ちバンド計算やdH-vA効果の実験により明らかになって来た。磁性
 は,H益isenbergモデルに基づく立場及びsf相互作用の高次効果を考慮する立場があり,前者の立
 場では動的な側面は説明できない。後者の立場から磁性の問題点を整理すると以下の様になる。
 111高温側ではScrew或いはその変形した磁気秩序を示し,低温側で強磁性が現われる。
 (2}Screw成分(或いはSillusoida1成分)の波数の温度変化について
 {31強磁性㏄のスピン波の分散関係の異方性と温度変化について
 〔4)Screw相Hoのスピン波の温度変化について
 15}Screw相の磁化過程について
 バンド構造の1次元特徴を考慮したモデルバンドを用いて,sf相互作用の高次効果を定量的に
 扱い,T-0の磁気相図を求めた。次に相図とコンシステノトにスピン波を計算した。以ヒの結
 果を基にして,問題点を考慮した。
 11}強磁性転移は,sf相互作用の高次効果及びeffectiveIlfetime効果の温度変化の兼合で理解
 される。
 121Screwの波数は,Screw成分の大きさのみに依存し,その単調減少関数である。
 (3)Gdのスピン波の温度変化は,Screw相境界へ近づく時のスピン波のソフト化から理解され,
 分散の異方性はバンドのFermi速度の比から示される。
 〔4〕Hoのスピン波の温度変化は,Screw相から強磁性相へ近づく時のスピン波のソフト化から
 説明される。
 (5)sf相互作用の高次効果により,Screw相の磁化過程では,磁場方向にみかけの1軸異方性が
 生じ,異方性として解析すると6次以との高次項が現われる。
 以上の議論は,T;0の結果をsf相互作用の大きさが磁化に比例するとして有限温度に適用
 して行なわれた。しかし乍ら有限温度ではエントロピーの効果を考慮する必要があるので,これ
 を今後の課題としたい。
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 論文審査の結果の要旨
 稀土類金属の磁性はC軸に垂直な二枚のフェルミ面のネスティング効果によりその特徴が説明
 されることは既に示されてきたことであるが,現実の伝導帯のバンド計算はこれらフェルミ面の
 フェルミエネルギーが0.2～O.3eVとd-f交換相互作用の大きさISに比してむしろ小さくした
 がって従来扱われてきたようにd-f交換相互作用を摂動とみなす摂動計算は定量的にはもちろん
 定性的にも不適当なものであることを示している。海野提出の論文は上記の点を考慮して局在ス
ユ ム
 ピンの平均値に対応した交換相互作用工くS>σは非摂動項として厳密に取扱い残りの揺動部分
 を摂動として扱うことにより交換相互作用の大きさの関数として緒磁性の性質を求めることに成
 功したものである。
 先づ,バンドを一次元的な部分とそれ以外の部分を表わす形にとり,非摂動項を種々のスピン
 整列(主にコーン構造と仮定してC軸からのスピンの傾き角θとC軸方向の面間のスピノの回転
 に対応した波数Qで指定)に付て調べてその最安定相を求めバンドの一次元性を示すパラメータ
 と工<S〉の関数としての相図を求め,各相でθ,Qが1<S>の関数としてどの様に変化する
 かを求め,これらが稀土類磁性体の実験結果と良く対応することを示した。又,スクリュー相に
 磁場を加えることにより生ずる磁気能率の大きさを求め,これも交換相互作用の非線型効果によ
 り著しく変化して,強い高次の項を有する見掛けとの磁場方向の異方性が生ずることを示した。
 次に揺動部分の摂動がスピンウェーブのエネルギーを与えることを示し,特に強磁性及びスク
 リュー相のスピンウェーブに着目してそれらが特に相図。)境界近傍でどの様な特徴を持った不安
 定性を示すかを詳しく調べてそれをGd,Hoの実験結果と比較し特徴的な不安定性がそれらの温
 度変化としてよく再現されていることを示した。
 以上,海野提出の論文は現実の稀工類金属に対応してd-f交換相互作用が強い場合に関して
 適当なバンド模型を用いて定量的に種々の物理量を計算して実験と比較し,種々の有用な知見を
 得ることに成功し,この方面の研究に重要な寄与をなしたものであり,理学博士の学位論文とし
 て適当と認める。
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